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1. はじめに
医療においては些細なミスが生命に影響を及ぼすた

め，外国人患者の受診の際には精度の高い翻訳が必要
である．現在は，NPOなどにより派遣される医療通訳
ボランティアが外国人患者の支援を行っているが，人
材不足から多くの外国人患者を支援するには至ってい
ない．そこで本研究では，機械翻訳よりも精度の保証
された用例対訳を蓄積し，それを患者自身が自由に検
索して利用できる用例対訳収集システムを開発するこ
とで，外国人患者の受診を支援する．しかし，医療分
野における専門的かつ多言語の用例対訳を収集・利用
する際には，以下の問題を解決しなければならない．

用例対訳の蓄積コスト 医療分野では，専門的かつ多言
語の膨大な用例対訳が必要となる．しかし，一部の
人間の力のみですべてを蓄積することはできない．

用例対訳の相互運用性 膨大な用例対訳の蓄積には，既
存の用例対訳も利用できることが望ましい．しか
し，Web上に様々なフォーマットで分散して存在す
る用例対訳を統合的に利用することは困難である．

用例対訳の検索コスト 医療用例対訳のユーザは，計算
機に関する専門的知識を持たない患者である．こ
のようなユーザにとって，膨大な用例対訳の中か
ら必要なものを検索するコストは非常に大きい．
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本稿では，用例対訳収集システムに求められる要件
を定義した後，システムの設計について述べる．本シ
ステムでは 20ヶ国語× 2,000用例以上を収集し，実際
に外国人患者の受診支援につなげることを目標とする．

2. 用例対訳収集システムの要件定義
1.で挙げた 3つの問題点に対処するために，用例対

訳収集システムには以下の 3点が必要となる．

Webベースの用例対訳収集機能 用例対訳は極めて膨
大であり，その蓄積にあらゆる人が参画できる枠組
みが必要である．Webのアプローチは，これに適
している．実際，Wikipediaや青空文庫では，Web
上での多数の人々の協創により，膨大な知識体系の
構築に成功している．本システムでも同様に，Web
ベースのインタフェースを採用する．これにより，
用例対訳の蓄積に要するコストが分散され，なお
かつ集合知の形成が容易になる．

用例対訳データのラッピング機能 用例対訳はWeb上
に多様なフォーマットでデータとして存在するが，
本システムで作成される用例対訳も含めて，すべ
てを統合的に利用できることが望ましい．そこで，
用例対訳データを共通のインタフェースに基づい
てWebサービス化する．さらに，用例検索Web
サービスの連携基盤として言語グリッド [1] を用
い，Webサービス連携を用いてより充実した用例
対訳の利用を行う．

音声による検索機能 あらゆるユーザが膨大な用例対訳
から必要なものを容易に検索できるように，本シ
ステムに音声インタフェースを導入する．入力さ
れた音声は音声認識エンジンにより文字列に変換
され，その文字列を検索クエリとして利用する．本
システムでは，収集された用例対訳を音声認識エ
ンジン Julius*8[2]用の学習データとして与えるこ

*8http://julius.sourceforge.jp/
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図 1: システムアーキテクチャ

とで，特定のドメインに特化した高性能の音声認
識エンジンを実現する．

3. 用例対訳収集システムの設計
2.で言及した要件を踏まえて設計した用例対訳収集

システムの構成および動作は，以下のとおりである．

システムアーキテクチャ 本システムの主要な機能であ
る用例対訳の登録と検索は，図 1に示すデータ層・
ファンクション層・プレゼンテーション層の 3層
からなるアーキテクチャで実現する．個々の機能
は，以下のとおりである．

1. 用例対訳登録・検索インタフェース：ユーザ
に，用例検索Webサービスの作成および用
例対訳の登録・検索に必要なインタフェース
を提供する．検索インタフェースとして，テ
キストと音声の双方を提供する．

2. WebサービスGenerator：サービス作成要求
に基づいた用例検索Webサービスと用例対
訳を格納する RDF データベースを生成し，
Webサービスを言語グリッドに登録する．

3. RDFメタデータGenerator：ユーザの入力し
た用例対訳データをWebサービスGenerator
が作成したRDFデータベースに登録できるよ
うに，必要なメタデータを自動的に付与する．

4. 言語グリッドコアノード：用例検索Webサー
ビスに関する情報を管理する．また，用例検
索Webサービスを連携して実行し，結果を
まとめて用例対訳検索インタフェースに返す．

動作 本システムにおいて，用例対訳の登録および検索
は以下のように実現される．

1. 用例対訳の登録：Webサービスの作成要求に
従い，Web サービス Generator が用例検索

WebサービスおよびRDFデータベースを作
成する．用例を追加すると，RDFメタデー
タ Generatorがメタデータを付与して RDF
データベースに格納する．用例は別のユーザ
に検索されて対訳が追加され，同様に RDF
データベースに格納される．

2. 用例対訳の検索：音声入力されたクエリは音
声認識エンジンによってテキストに変換され
る．変換後のテキストクエリを用いて，言語グ
リッドコアノードは複数の用例検索Webサー
ビスを呼び出す．すべての用例検索Webサー
ビスからクエリに適合する用例対訳が返され
ると，それらをまとめてユーザに提示する．

4. まとめ
外国人患者の受診を支援する上で，医療分野の用例

対訳を蓄積して利用することが有効である．本稿では，
円滑な用例対訳の収集と利用を支援するために，以下
の 3点を実現する用例対訳収集システムを提案した．

Webベースの用例対訳収集 専門的かつ多言語にわた
る膨大な用例対訳の収集に多数の人々が関与でき
るように，Webベースのシステムを構築する．

Webサービス技術の適用 用例対訳を Web サービス
として提供する．さらに，言語グリッドを用いて
Webサービスを連携させ，Web上に分散した用例
対訳の統合的な利用を実現する．

音声インタフェースの導入 テキストによる用例検索に
加えて，音声による用例検索を導入する．

すでに，医療分野に関しては 20ヶ国語× 2,000用例
の収集に向けて，本システムに日英中韓葡の 5ヶ国語
の用例が蓄積され始めている*9．ただし，本システム
は医療分野に特化したものではなく，集合知の形成お
よび利用を目的とした汎用的な仕組みを提供するもの
である．本システムの構築によって，医療に代表され
るさまざまな分野で多言語の知識体系の蓄積が進むと
いう社会的インパクトが期待できる．
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